
 

 

 

 

『言葉を磨く』国語の学習～おススメの学習方法も紹介します～ 

国語のオリエンテーションで「国語は何のために学習するのでしょう」と生徒に質問しました。生徒からは、

「受験のため」「将来のため」「正しい日本語が伝えられるようになるため」「情報を正確にやりとりするため」

様々な答えが返ってきました。 

私たちは、普段から言葉を発して伝え、多くの人の話を聞き、文章やメールを書き、様々な文章を読んでいま

す。国語で身につける「話すこと」「聞くこと」「書くこと」「読むこと」の力は誰もが日常生活の中で使っていま

す。そして、現代はますますその機会が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

様々な発信方法があり、自分の言葉を伝える機会が多くなりました。また、記録媒体も優れ、ビデオや映像デ

ータで自分の発した言葉が残せるようになりました。便利な反面、不特定多数に自分の言葉が伝わる可能性も高

くなります。芸能人や Youtuber、インフルエンサーが炎上して多くの批判が集まったり、友達同士のラインの

やり取りでトラブルに発展してしまったりとトラブルも多くあります。自分の発する言葉、書く言葉に注意が必

要になってきます。 

また、対面のやりとりではなく、ネット上で買い物や手続きができる時代になったため、そこにある情報を読

み解き、選び取る力が必要になっています。ネット記事は手軽に情報を得ることができますが、偏った情報だっ

たり不適切な日本語がそのまま使われたりしていることもあります。膨大な情報量のなかから、正しい情報を正

確に読み取る力が必要になります。 

国語の授業は「言葉を磨く」時間です。一人一人が自分の考えを簡単に発信でき、言葉や情報があふれる時代

だからこそ、授業を通して言葉の大切さを理解し、自分の言葉を磨けるようにしたいと考えています。 

 

国語はすべての教科の基礎と言われます。理科も社会も日本語で何

を聞かれているかを読み取れなければいけませんし、数学の証明は論

理的に人に説明する力が必要です。英語も多くの人が一度日本語で文

を考えています。読解力、記述力は国語だけでなく、他教科でも必要

になる力です。 

しかし、生徒からは国語は勉強の仕方がわからないと言われること

が多くあります。生徒向けに紹介した自学の方法を掲載しますので、

ご家庭でも参考にしてみてください。 

 

 

 

 

令和６年度 

篠ノ井東中学校 第 2号 

令和６年 5月２８日 

【話すこと・聞くこと】 

会話 スピーチ 電話 テレビ電話 

リモート会議 ライブ配信 

ラジオ配信 Youtube など動画配信 

など 

【読むこと・書くこと】 

読書 新聞 作文 説明書 ブログ 

手紙 メール SNS ネット記事  

テスト 

など 
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～漢字が書けるようになるために～ 

 

 

漢字の勉強はどのように進めていますか。テスト範囲表を確認して、片っ端から漢字練習帳に漢字を書き写し

ていませんか。実はこの勉強法はおすすめしません。なぜならその漢字の中には、すでに書ける漢字が含まれて

いるはずだからです。分かるものを練習するのは非効率ですね。 

限られた時間の中で、効率的かつ効果的に漢字が書けるようにするにはどうすればいいでしょうか。一番おす

すめしたいのは「セルフ漢字テスト」です。やり方は以下のとおりです。 

 

「セルフ漢字テスト」のやり方 

①テスト範囲表を確認して、漢字のテキストを開く。 

②テスト範囲の漢字が書けるかどうか、まずはテストする。 

③解けた漢字には☑をつける。 

 ※悩んで適当に書いて、たまたま正解だった問題は除く！ 

 

 この漢字テストをして☑がつかなかった漢字だけ、練習して書けるようになればいいのです。要するに、「勉

強（練習）をするべき漢字を抽出し、インプットしていく」ということです。 

 しかし、これだけではまだ不十分です。練習した漢字が、本当に書けるようになっているかをチェックする必

要があります。ここで第二回「セルフ漢字テスト」をやります。最初のテストとは異なり、今度は☑がつかなか

った漢字のみテストすれば OK です。人は忘れる生き物です。一度練習した程度では身につかない漢字がたくさ

んあるはずです。また不正解だった漢字のみ練習していき、第三回、第四回、第五回…と「セルフ漢字テスト」

を繰り返していき、すべての漢字に☑をつけます。 

 「セルフ漢字テスト」をすると良い理由は、勉強した漢字を「アウトプット」できるからです。知識を頭に入

れることを「インプット」、頭から引き出すことを「アウトプット」といいます。この「インプット」「アウトプ

ット」を何度も繰り返していくと、脳が「これは何度も思い出すから、必要な情報だな」と認識してくれるよう

になります。自分の名前がスラスラ書けるようになったのも、皆さんが幼い頃から何度も繰り返し覚えて書いて

いたからです。「アウトプット」は、どの科目の勉強でも大切です。自分が学んだことを友達や家族に教えるのも

良いですよ。ぜひ試してみてくださいね。 

 

(文責：国語科) 

※次ページに総合的な学習の時間の様子を掲載しています。引き続きご覧ください。  



３学年の「総合的な学習の時間」の取り組みについて      

5 月 13 日（月）は、２・３学年は学年の計画による「1 日総合」でした。3学年は篠ノ井の地域についての学

習をしました。午前中生徒たちは「歴史探訪」「郷土食づくり」「商店街・駅の散策」「Uスタジアム見学」の 4つ

の分野に分かれ、各自課題をもってそれぞれのグループごとに活動に取り組みました。今回は事前学習からまと

めまでを、クロムブックのスライドを用いて行っています。当日取った写真もスライドに取り込んでいます。 

 

 
 

総合的な学習では，「探究的な学び」を心がけています。 

○探究的な学びとは・・・？ 

 探究的な学びとは，左図   の①〜④のステッ

プを繰り返して行うような学習です。今回の 3 年生

の学習に当てはめると次のような活動になります。 

① 課題の設定 

→身近な篠ノ井の中で関心のあることを選ぶ 

② 情報の収集 

→事前学習＋現地での調査 

③ 整理・分析 

→調査内容や写真の整理 

④ まとめ・表現 

→Googleスライドでのまとめ 

 

 教師から出された課題に取り組むだけでなく，自ら課題を設定して学んでいくことは現在求められている学力

の１つです。3 年生は現地調査やまとめに意欲的に取り組みました。この学習の発展を私たちも楽しみにしてい

ます。 


